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1 . 第 1回新エネルギーシステム国際会議論文募集

以下の要 領 に て 論 文 を 募 集 し て お りますのでふるってご参加ください。

開催日時

場所

(水素エネルギー協会 20周年記念会議)

(第2回日韓合同水素エネルギー会議)

1 993年 6月27EI---30日

パシアイコ横浜

(横浜市両院みなとみらい 1丁目)

主要テーマ: 1)各国における新エネルギー・システムの研究開発の

現状と課題

2)水素エネルギーシステム

3)太陽エネルギー

4)新エネルギー(風力、海洋、地熱、バイオなど)

システム一般

5)燃料電池システムとその技術

6)エネルギ一変換のための高度技術

7)エネルギーシステムの実際利用

8)その他

要旨締切り 1992年10月31日

( 1 2月初旬まで受け付けます)

英文250字-500字

所定の用紙にて申し込み

本文締切り 1993年4月15日(厳守)

送り先 : 干 240横浜市保土ケ谷区常盤台 156

横浜国立大学工学部谷生研究室内

「第 1回新エネルギー・システム国際会議j事務局

Fax 045-331-1704 Tel 045同 335-1451

本国際会議は、水素エネルギ}協会、日本太揚エネルギー学会、日本風力エネルギー協会、

エネルギー変換懇話会が合河して結成した f新エネルギー学会連合会Jの主催で開かれるも

ので、今回は水素エネルギー協会が幹事学会として準備を進めております。

1993年は水素エネルギー協会の設立 20周年にあたる年であり、この国際会議を記念集会

といたします。これまでの成果を結集して一大国際会議に守り立てようではありませんか。
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2. 水素エネルギー協会研究論文について

水素エネルギー協会が認定する研究論文の認定過程について、幹事会にて下

記のように決定いたしましたのでお知らせいたします。

寸じ
司
言
回

認定過程

以下に示す過程を経たものを本協会が認定する研究論文といたします。

1 )定例研究会文はシステム研究会にて口頭発表を行う o

2 )所定の論文投稿申し込み書にて事務局に申込をする。

3 )会誌編集委員会が依頼する査読員が査読をする。

4 )査読員の合格通知を事務局が受け取る。

5 )会誌編集委員会で掲載する会誌を決定する o

6 )会誌に掲載。

尚、 「論文投稿申し込み害Jおよび「論文原稿の書き方Jは、協会事務局に

請求して下さい。

次回の会誌発行は、平成 5年 2月末としておりますので、次回の会誌に論文

として掲載して貰いたい方は、平成 4年 12月までに所定の「論文投稿申し込

み書を提出して下さい口

3. 第 70回定例研究会開催のお知らせ

例年の如く下記の要領にて、第 70回定例研究発表会を開催いたします。

今までは、特別講演のみでありましたが、会誌掲載の研究論文にするためには、

システム研究発表会か本定例研究会に口頭発表が義務ずけられたことから、研究

発表の機会を提供いたします。なお、申込は事務局に 12月 24日までに申込を

して下さい。申込希望の方にのみ事務局から申し込み書を送付いたじますo

コu
a

耳目

1 .日 時:平成 5年 2月 23日(火曜日) 1 3 0 0 "" 

〈時間は内容により変更がありますので、ご容赦下さい。

2. 場 所:学士会館 (部屋番は未定です。)

3. 内 容 1)特別講演 2 --3件(現在調整中)

2 )研究論文口頭発表(未定)

尚、本定例研究会の正式案内状は、平成 5年 1月 20日ごろ発送致

します。

以上
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